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先週のＷ校に引き続き、１０日はＬＩ校の

入園入学説明会を開催しました。幼初等部・中

高等部併せて４１名（組）にご参加いただきま

した。 

中高等部では、現地校の活動や課題などで

多忙となるために補習校との両立はどのよう

にしていけばよいかと心配する声に対し、保

護者会長の江川様より、ご自身の経験を踏ま

えた分かりやすいご回答がありました。 

幼初等部では、補習校が初めてという方も

半分くらいおられました。概況説明と保護者

会長さんの挨拶を聞いて、すぐにでも入園入学させたいというお声もいただき、うれしく思いました。補習校の学

習について行けるか心配という方もおられましたが、教育相談員による観察・相談やケース会議などお子さんと保

護者のサポート体制についても説明させていただきました。また、来年４月の入学を考えておられる方や、学齢ま

でにはまだ数年あるが話だけ聞きに来たという方もおられ、関心の高さを感じました。 

大勢の皆さんのご入園・ご入学をお待ちしております。また、保護者の皆様で、入園・入学の学齢のお子さんを

お知りでしたら、是非補習校をお勧めいただければ幸甚でございます。 

 

 

 

１０日、毎

年恒例の中

高等部生徒

会主催「のみ

の市」が盛大

に行われま

した。 

幼児部と

初等部６年

生は招待参加ということで、先に会場でゆっくりゲームやお買い物を楽しみました。アメリカでは、子どもが自分

で買い物をする機会はないと言ってもよいので、自分の判断で品物を選択し、自分でお金を払ったり（幼児部はシ

ールをもらいました）、おつりをもらったりすることは、貴重な、そしてワクワクする体験でもあります。補習校

では、日本の学校文化を子どもたちに学ぶ機会があると同時に、日本文化そのものを学ぶ機会も多くあります。そ

して、その多くは、保護者の皆様のサポート無しでは成り立ちません。中高等部生徒会が主催した「のみの市」で

も、物品の提供はじめ様々なサポートをしていただきましたことに感謝申し上げます。特に放課後には、身動きも

できないほどの大盛況だったそうです。中高生たちも充実感でいっぱいだったことと思います。 

おかげをもちまして、例年を上回る３,３００ドル余りの売り上げがありました。全額をニューヨーク日系人会

を通して、北海道の震災義援金として寄付させていただきます。ありがとうございました。 
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授業料の納期について 
本校の授業料の納入は３期制となっております。第３期分は、１２月から３月までです。転退学予

定の方は、１２月に１回でも出席されると第３期分の授業料が発生しますので、ご注意ください。 

お 知 ら せ 

左：会場にいっぱいのお客さん   右：ベークセール、どれにしようかな 

幼初等部の入園入学説明会 


